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結成から 10 年 Aa じめ て播いの 
衣 K をれてステ—'シに々；つた畤は • 
もぅ体が：典ぇてしかたありません 
でした j とは|«町| r 目の： r*^ さ 
ん。私%を fi ての #* 会から合喵 
»へと取“ L はひろがり、 n— ラス 
を力強くリ ー ドする中村先生。 

そして今、舞台では^:孰刺「メ 
リ—•ウィドウ j をリズミカルに 
歌い，) fill るひとりひと^'があでや 
かにステ I ジに トキめ いていた。 
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こんど*明陶から見陶へ 
引蟪しました， 

これから色ヨロシク f 
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「時代布< 20 す 30 年た「た 昔 
の布地のこと > を《いつけに^ 
朝……そうね•四時平ぐらいに 


と•志水坎&は語る” 

a 近 • f 駅の連15通路や‘コ 
ンコースでコンサ—卜が WI かれて 
いるか • i 川駅の方が！步先んじ 
たわけでぁる。 

この他にも••说沾まつ9,や • 
昭和^2:公 IM でむわれた•ふるさ 
と*^つり，にも出店するなど • 
[an 時 ft には考えられなかつた W 
搔的なアビ—ルを Km している' 

一方•榊収への努力皇「ては 

いない•ィベント rn に改迅した® 
v *4 i 中「バノラマエクスブレス. 
アルブス」を使つての団体昧行の 
狰钜や•成田 Ih 初碓列电，昨年の 
秋には：：：‘忉の峽一:州毕を走らせ 
ている • 

说在•志水駅 ft が頭を悩ませて 
いることは •* 川駅北 n と- 5n を 
結ぶ6山通路の活啪といぅことで 
ぁる。 

これまでにも，十.] I 夜にススキ 
を IK 佑したりといた駅翊キャン 
ベ—ンの他、夂通安全週№1には小 
学牛が描いたボスターを椹示した 
り•労政•不«度•社会保險•許 
边町 f 統：：万働に係わる輛料 wiul 
nl - l - I を a けるなどして米た， 
ベ，後は，市と相談のう/•、侍合せ 
のシンボルとなるモニ1/ン 
卜を戍»し，117民との触れ合いの 
吨にしたいと cnffiffi もある 


起さて*帥さんの利 III に rr くんで 
す•早く行かないといい生地か無 
くなつちやぅんですょ，けつこぅ 
14くから布を W いに永るかか多い 
んです」とは作 f » の笠原三 tt 了？ 
んの an * 

* さんと！緒に始めてから12年 
になり•今では立川だけではなく 
凼立でも「今 •* 松人形」などの 


炎ハ如苑だょり 

のたつの a 早いもので 
す • m めく リにふ と目をとめ 
ますと、もう tt の 家々 
には•忠い出^い「雔」が蚱ら 

れていることでしょう .• 

どうぞお He にお#しくだ 
さい•お待ちしております I 
■ G 時 3 h12 3 i(±i 

午後2時 — 4時 
■御 参®* ft 如宝物輅をはじ 
めと して 映14 な ur ^ l りだくさ 
んの用. «. がしてございます。 
■立川市1£<成入>に姐らせ 
i て« さ i す， 

■お申し込み 
1 a「i くて び 

I あん•コンパ 

-1 ォン」「本誌 
を手 S してく 
れた人> へ • 

i た、立 Ml 駅が改良されてから 
既に五年が««し**近.手洗いを 
はじめ•各所の汚れか H 立って5 
た為、釈全 te の化»!&しを施し • 
リフレッシュするだ • 

「 te := •ご利用下さる转 ST お | 
人お|入が•ご自分の牛 {5 に密 ft 
した駅として•かわいがつていた 
だければ、こんなに嗆しいことは 
ありません*」と•忐水駅丘は眼鉍 
の奥の E を細めた JR 柬=：本と 
なり¥:宇か通ぎょぅとしてぃる* 



ングで乘れるからである*学校か 
柊ると冏畤に飛んでくるという | 
中の中 it くんと細谷くん•スタイ 
ルもラジカ七を«1きなからのスヶ 
|于イングであります■国立から 
末技で米られた中汆さん；初めて 
滑リに米まして、なかなかうまく 
いきませんが * しいですな」と* 
い中にもかかわらず•アイスクリ 
—ムを ft ベながらのフリースタイ 
ルでありました • 

滑っている IR 1 にも何«も北胍が 
吹きぬけるそんな風をよそに•嗖か 
そうに滑っていたのは8 Firuij 住 
いの雅辺さんであ C - HV 。 それもそ 
のはず彼氏と一緒のスヶ—テイン 
グなのですから•(カップル客し> 
初めての方でも大丈夫であリ i 
す•ここに ii ブロ«の指導 R の V 
田さん i チ—フ)并出さん油井さん 
中 A さんといつた方々が•手とリ足 



とリ教えてくださるのであリ i す • 
不思2&なことにリンクの上で紜 
んでも、はとんどの人がにこやかな 
のです •? 供が fe び大人が fe び^ 
れを見て笑っている入が転ぶといっ 
た具合いで•なぜか哝しげな cn であ 
ります-なかには「卒菜を侍つだけ 
で讶との思い出になれば…」と卒 
老荊の八王子丄*3年0組、勝山 
くん小川くん^ If くん木田くん宮 
: f くん tt 松くん ft 馬くんの7人*:" 


-** しい時間 J をそれぞれに街 
さん楽しんでいる-^つであります • 



It— ^Tk. 9k^fnt Is f 


いたが•時とともに*川に多く拓 
かれた◊光 f ? rtfl かれた！： gal 5 会に於 
て迸リすぐり 78 点か出品•内 2 点 



の宰町5丁目の規岣推其さん•砂 
川8 TB の宵野昭》さんか rfl 鼓 It 
をかち得た • H 本一の地だけに良 


丨枚•これを組み立てて {/ C 成であ 
る MS しく ( i 、 r « までどうぞ •> 
いよいよ検定か始まつた • 


ますは：竹馬をやつて A ようと 
思う， 10 拔から••地 Ifd に*ちてい 

るハン々チを取る•ウルトラ C の 



H ばかりで 5- 乙 ff けがたかったよ 
うであります。 


|つ H になるのは「立川うど」 
ではなく「«屯うど」として出 ff 
していることであろうか* 



名人級まで叶11ランクに分けられ 
ていろ逮藤宄生も加わつての検 
定 < i 版かなもので供たちの上 
遠ぶりも H を A はる il ど早い • 


さすがに • f 供は遊びの•太^で 

あります" 




囤鈦卑局並びに各现業懺明»邱 
者の衔導の屮芨ぁって，@讨の大 
Ta '- e : 舐を•八， l ^ fe 搀‘企菜人 
としての自覚を； ig ： ち， K 会社での 
新たなスタ—卜を切った •* これに 
反し， tt 後まで^ HS 改革かで5な 
かった職 ii は • 找念なから斬会れ 
に残るこヒは P 1 わなかった >_1 H 
三一日付けで立川駅を J ; った味 a 
は A 名シ 

[1}轶 M 後の日•志水駅技の胸中 

には、 i ;- りブ围«への* II だょり. 

明日から東22本 K 客钱也 ㈱ と I て. 
いかに利 W 客の期 T -?' に応えて行く 
かという思いで 1 W だった- 
そこで:志4奴 ft は政策の伶+ 
と I て‘！つの眼 H を柱とした" 
ひとつは • WH - 入一人の資 JB の 
向丄を目指す為 • fis ? 発衣の場を 
汶けて職垛の^性化を閲る"もう 
ひとつは •* •川 rfiK に籾しまれる 
駅にすべく、市 S の味々な tr ^ に 
的に参加 •In 民との融和を M 
ろうというものである， 

四 H . 日には*:日本枨客肽迫#»; 
迓生を7此念し•日本コ〇ムビアの 
靳\歌手 .- A 辺裕子•和&&さん 
らを H 駅 ft として招侍•駅コン 
コ|スで软を按*した. 

『駅の纪念 ft 糸で•歌 F の方に歌 
つていただいたというのは•うち 
が初めてではないでしようか ？ J 



則作入形の m # にあたられてお 
リます-. 

「人杉に®せる•内物は私たち 
か*ているのと！！じ (1 立てで作 
りますから.和故の tt 強にもな 
〇ますよ」ということである • 
かわいい人形と和战の勉強と 
が！！ S に出来るとはなかなか咪 
しいことであります" 


H 展鈔 6 fx 

• Sr 平は•寒くなるぞ•と H われ 
蚧けている№1になを告げる芮砂か 
中 DII から飛-*.•いつもより 20 H も 
?• い * ft 一 か吹き»りました* 
しかし•時忻リ立川の街を吹きぬ 
ける 4 tML は%をさすはどの K 、 さで 
あります • • そんななか•多庠教饩 
センターでは 10 JW 年という人輪の 
花を 1, X かせた^!幼の ftn — ラス j 
_名からの7ァンで仝場を WH に 
するは1/1の踫況ぶりであ 
今、すかにママ？んパワ I であリま 
す #« 朱部 5® 守番*姑の声 
が•新されました(やはリ.»の 
モ"タリとした声では，の^の ； L 
にこたえて•今度はうら«き乙女 
の戈*£/そのうえエ蝣のオリジナ 
ル「えくてびあんソング」も榜こ 
えるという念のいれよう* と 
めすも心足らひぬえくてびあん 

縝篇|石«||«後驀疣子十|||»苓釋山«+ 
鷂州 ftBS - s 4 孝沢 2 IL * 裊仏+ 
- S - 碥螬一蜊 tns •右 


_|0 



- 楽しい時間！といつてもさま 
ざまな使い方があります-そんな 
中からひとつ•スケ I 卜で味わう 
人たちの楽しい時間をウオツ 
チングしてみました。 


W 外スケ I トリンクとして ttw 
随一 r * ある*レインボ I X ケ I 卜 
リンク <昭和 K 念公 ffl 内 rli : メイ 
ンリンクめ広？二千四百！； He ? メー 
トルと人きなものである* 

その中には•思い®.いのフ r-y 
シ3ンとスタイルで滑べる人たら 
で赈わい•休日となると1 一 _人も 
の人でリンクからあふれ出てしま 
♦つこともたびたびである。 

なかでも•小 •$ 生には入 ft 
の^所であります •?-: ろな，つえ 
に X ケ—トボ—ドや口 —ラースケ 
1- で ffl らしたバランスとタイミ 




免これに尽き 

I .るのではな 

いだろぅか" 

I 生產 6 L 日本 
として立川の名は全[ II に通る| 
流ブランドなのである_ 

413は杉#.などにも多く分布して 


7 S ザ竹馬検定 



「 I 検定 j か密士兄 , fi * ffi に 

て [ W かれた•ひと ft 代前のものと 

忠いきや•これがなかなか»かな 

ブ—ムなのです•娴付先生の手は 

どきによりますは f- 作り竹 B から • 

«料•竹，針金 • lcmR の竹2本/ 

20 C1HS の fi さで V さ 1.5 cmf § の竹 ft 
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